



































































































































































































































P1, P2, ... , Pi,... , Pn/.".C 
妥当性判定装置 Jは、論証 Aが入力されると、まず P1を取り上げて、それが C と同じ文であるか否か
をチェックする。閉じ文であれば「妥当」を出力して停止する。同じ文でなければ、次の P2に進み、それ
が Cと同じかどうかをチェックする。同じなら「妥当Jを出力し、同じでないなら日に進み、同様の手
続きを繰り返す。もしも Pnまで進み、これが C と同じ文でなければ、妥当性判定装置 Jは「非妥当」を
出力して停止する。
妥当性判定装置 Jの健全性は以下のように証明される。論証 Aが入力されたときに妥当性判定装置 J
は「妥当Jを出力したとしよう。そうすると、妥当性判定装置 Jの作り方から明らかなように、 P1,P2,... , 
Pi, ... , Pnのどれかが Cと同じ文だったはずである。それを Piとしよう。すると、二億性より、 Piが真






「る。すると、 P1_,P2ぃ..,Pi, ... ,Pnのすべてが真ならば C‘も真である。ところが、もし P1,P2ぃ・・，Pi,... , 
Pnのどれもが Cと異なる文だとすれば、原子性より、 P1,P2, ... , P;,... , Pnのすべてが真で Cが偽であ
ることが可能である。よって、 P1,P2,... ,P；，.ー，Pnのどれかは Cと同じ文でなければならない。 Cと同





このとき、 P1,P2, ... , P;,... , Pnのすべてが真だが Cが偽になる場合が存在する。しかし、もし Cが P1,
P2，・・，P;,... , Pnのどれかと同じ文であるとすると、二値性より、 P1,P2ぃ・・，P;,... , Pnのすべてが真な
らば Cも真になってしまう。したがって、 Cは P1,P2ぃ・・，P;,... ,Pnのどれとも同じではない。すると、





















































































81, 82, ... , Sj,... , Sm 
このとき、文の列rが以下の条件を満たすならば、文の列了は論証 Aの公理系 ASにおける「証明」であると言われる。
(a) Smは論証 Aの結論 Cである。




（健全性＊）文の列 rがなんらかの論証 Aの公理系 ASにおける証明になっているならば、論証 Aは論理 Lに
おいて妥当である。









ro, ri, r2，・..'rn,. 







この妥当性判定装置 JAが論理 Lにおいて本文で述べた意味で「健全Jであることは明らかである。論証 Aの入力に
対して「妥当Jが出力されたとき、ある文の列rnが論証 Aの公理系 ASにおける証明になっているが、公理系 ASは
健全＊であると仮定されているので、論証 Aは論理 Lにおいて妥当となっているからである。妥当性判定装置 JAが論
理 Lにおいて本文の意味で「弱い意味で完全」であることも明らかである。論証Aを論理 Lにおいて妥当な任意の論
証とする。公理系 ASの弱い意味での完全性＊の仮定より、論証 Aの証明となっている有限個の文の列 rが存在するが、
これは有限個の文の列である以上、それをすべて列挙したro,r1, . ' rn,...のどこかに位置しているはずである。それ
を日としよう。すると妥当性判定装置 JAはじのチェックを終了した段階で「妥当」を出力する。おのおのの列のチ
ェックは有限回のステップで完了し、それを n+l回繰り返すだけであるから、全体でも有限回のステップの後に「妥当」
が出力される。よって、これは「弱い意味で完全Jである。それゆえ、妥当性判定装置 JAは論理 Lにおいて本文で述
べた意味で「完全jである。したがって、論理 Lは本文の意味で「完全Jである。以上より、論理 Lの完全性＊を示す
ことは、本文の意味での「完全性」を示すことに他ならないことが分かった。
では、妥当性判定装置 JAは逆完全であろうか。これが「非妥当」を出力するのは、入力がどんな非妥当な論証である
かに関係なく、有限個の文の列をすべてチェックし終わった後である。ところが、有限個の文の列は無限個存在するので、
「非妥当」を出力するのは無限回のステップを実行した後である。よって、逆完全ではない。したがって、妥当性判定装
置 JAは完全だが決定不可能な妥当性判定装置なのである。
Z山下正男、『論理的に考えること』、岩波書店、 1985年、 22・3頁。
（はしもと・こうじ筑波大学哲学・思想学系助教授）
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